
目

次

（
�
印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

規

則

�
香
川
県
駐
車
場
規
則
及
び
香
川
県
庁
地
下
駐
車
場
利
用
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
総
務
学
事
課
）

一

�
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

（
職

員

課
）

二

�
香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
健
康
福
祉
総
務
課
）

三

�
香
川
県
都
市
公
園
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
観
光
振
興
課
）

�
香
川
県
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
交
流
拠
点
施
設
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
に
ぎ
わ
い
創
出
課
）

四

告

示

�
昭
和
四
十
年
香
川
県
告
示
第
二
百
六
十
五
号
（
香
川
県
立
病
院
の
使
用
料
及
び
手
数
料
）

の
一
部
改
正

（
県
立
病
院
課
）

五

教
育
委
員
会
規
則

�
公
立
学
校
職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則

�
職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
及
び
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

六

香
川
県
駐
車
場
規
則
及
び
香
川
県
庁
地
下
駐
車
場
利
用
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。平

成
十
八
年
七
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
六
十
五
号

香
川
県
駐
車
場
規
則
及
び
香
川
県
庁
地
下
駐
車
場
利
用
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
香
川
県
駐
車
場
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

香
川
県
駐
車
場
規
則
（
平
成
五
年
香
川
県
規
則
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
一
号
イ
の
表
中
「
三
十
分
」
を
「
二
十
五
分
」
に
、
「
百
三
十
円
」
を
「
百
円
」
に
改
め
、

同
表
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考一

香
川
県
番
町
地
下
駐
車
場
を
日
曜
日
及
び
土
曜
日
並
び
に
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
の
午
前
七
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
の
間
に
お
い
て
五
時
間
を
超
え
て
利
用
す
る
場
合
の
当
該
利
用
に
係
る
使
用

料
は
、
一
台
に
つ
き
千
二
百
円
と
す
る
。

二

香
川
県
番
町
地
下
駐
車
場
を
午
後
六
時
か
ら
翌
日
の
午
前
八
時
ま
で
の
間
に
お
い
て

三
時
間
二
十
分
を
超
え
て
利
用
す
る
場
合
の
当
該
利
用
に
係
る
使
用
料
は
、
一
台
に
つ

き
八
百
円
と
す
る
。

別
表
第
一
号
ロ
の
表
一
の
項
中
「
三
十
分
ま
で
」
を
「
二
十
五
分
ま
で
」
に
、
「
百
三
十
円
」
を
「

百
円
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
中
「
六
十
分
」
を
「
五
十
分
」
に
、
「
百
三
十
円
」
を
「
百
円
」
に
改

め
、
同
表
備
考
中
「
場
合
は
、
」
を
「
場
合
の
」
に
改
め
、
別
表
第
二
号
の
表
中

「

百
三
十
円
券
（
十
一
枚
）

千
三
百
円

二
百
六
十
円
券
（
十
一
枚
）

二
千
六
百
円

を
」

「

百
円
券
（
十
一
枚
）

千
円

百
円
券
（
六
十
枚
）

五
千
円

百
円
券
（
百
枚
）

八
千
円

に
、

」

「
七
千
八
百
円
券
」
を
「
六
千
円
券
」
に
、
「
六
千
五
百
円
」
を
「
五
千
円
」
に
、
「
一
万
三
千
円
券
」

を
「
一
万
円
券
」
に
、
「
一
万
五
百
円
」
を
「
八
千
円
」
に
改
め
る
。

（
香
川
県
庁
地
下
駐
車
場
利
用
規
則
の
一
部
改
正
）

号外２

平 成１８年

７月１４日（金曜日）

規

則

○

○

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香

川

県

報

平
成
十
八
年
七
月
十
四
日

（
号
外
二
）

一



第
二
条

香
川
県
庁
地
下
駐
車
場
利
用
規
則
（
平
成
十
六
年
香
川
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
号
の
表
中
「
三
十
分
」
を
「
二
十
五
分
」
に
、
「
百
三
十
円
」
を
「
百
円
」
に
改
め
、
別

表
第
二
号
の
表
中

「

百
三
十
円
券
（
十
一
枚
）

千
三
百
円

二
百
六
十
円
券
（
十
一
枚
）

二
千
六
百
円

を
」

「

百
円
券
（
十
一
枚
）

千
円

百
円
券
（
六
十
枚
）

五
千
円

百
円
券
（
百
枚
）

八
千
円

に
、

」

「
七
千
八
百
円
券
」
を
「
六
千
円
券
」
に
、
「
六
千
五
百
円
」
を
「
五
千
円
」
に
、
「
一
万
三
千
円
券
」

を
「
一
万
円
券
」
に
、
「
一
万
五
百
円
」
を
「
八
千
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
香
川
県
駐
車
場
規
則

別
表
第
二
号
の
表
の
改
正
規
定
（
「
七
千
八
百
円
券
」
を
「
六
千
円
券
」
に
、
「
六
千
五
百
円
」
を
「

五
千
円
」
に
、
「
一
万
三
千
円
券
」
を
「
一
万
円
券
」
に
、
「
一
万
五
百
円
」
を
「
八
千
円
」
に
改
め

る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
条
中
香
川
県
庁
地
下
駐
車
場
利
用
規
則
別
表
第
二
号
の
表
の
改
正
規
定

は
、
同
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
十
八
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
同
年
八
月
一
日
に
か
け
て
香
川
県
番
町
地
下
駐
車
場
又
は
香
川
県

玉
藻
町
駐
車
場
を
利
用
す
る
者
の
当
該
利
用
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
六
十
六
号

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年

香
川
県
規
則
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
四
を
第
二
条
の
五
と
し
、
第
二
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
就
業
の
場
所
か
ら
勤
務
場
所
へ
の
移
動
等
）

第
二
条
の
四

条
例
第
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
就
業
の
場
所
か
ら
勤
務
場
所
へ
の
移

動
は
、
次
に
掲
げ
る
移
動
と
す
る
。

一

一
の
勤
務
場
所
か
ら
他
の
勤
務
場
所
へ
の
移
動

二

次
に
掲
げ
る
就
業
の
場
所
か
ら
勤
務
場
所
へ
の
移
動

イ

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
三
条
第
一
項
の
適
用
事
業
に

係
る
就
業
の
場
所

ロ

国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す

る
職
員
の
勤
務
場
所

ハ

そ
の
他
勤
務
場
所
並
び
に
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
就
業
の
場
所
に
類
す
る
も
の

２

条
例
第
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
職
員
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
違
反
し
て
就
業

し
て
い
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
場
合
と
す
る
。

一

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項

二

前
号
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
に
類
す
る
法
令
の
規
定

３

条
例
第
二
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
要
件
は
、
同
号
に
掲
げ
る
移
動
が
、
単
身
赴
任

手
当
の
支
給
を
受
け
る
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
職
員
と
均
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
と
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
」
を
削
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
第
八
号
を
削
り
、
第
九
号
を
第
八
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
を
一
号

ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
二
十
一
号
を
削
る
。

附
則
第
五
項
中
「
障
害
の
等
級
」
を
「
障
害
等
級
」
に
、
「
第
二
十
九
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
九
条

第
八
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
項
第
一
号
中
「
以
上
の
等
級
」
を
「
以
上
の
障
害
等
級
」
に
、
「
障
害
の
等
級
」
を
「
障
害

等
級
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
以
下
の
等
級
」
を
「
以
下
の
障
害
等
級
」
に
、
「
障
害
の
等
級
」
を

「
障
害
等
級
」
に
改
め
る
。

香

川

県

報

平
成
十
八
年
七
月
十
四
日

（
号
外
二
）

二



附
則
第
十
七
項
中
「
身
体
障
害
」
を
「
障
害
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
補
償
の
内
容
１
�
、
第
一
号
様
式
の
二
補
償
の
内
容
１
�
並
び
に
第
七
号
様
式
注
３
並
び

に
５
�
及
び
�
中
「身

体
障
害

」
を
「障

害

」
に
改
め
る
。

第
十
二
号
様
式
別
記
注
意
事
項
３
�
イ
及
び
ロ
中
「身

体
障
害

」
を
「障

害

」
に
改
め
、
同
様
式
別
記

注
意
事
項
８
�
ロ
中
「障

害
の
等
級

」
を
「障

害
等
級

」
に
改
め
る
。

第
十
三
号
様
式
及
び
第
十
四
号
様
式
中
「身

体
障
害

」
を
「障

害

」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
第
二
条
の
四
の
規
定
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
以
後
に
発
生
し
た
事
故
に
起
因
す
る
通

勤
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
発
生
し
た
事
故
に
起
因
す
る
通
勤
に
よ
る
災
害
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

改
正
後
の
第
十
七
条
第
一
項
各
号
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
行
う
べ
き
事
由
が
生

じ
た
福
祉
事
業
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
行
う
べ
き
事
由
が
生
じ
た
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
六
十
七
号

香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

第
一
条

香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
規
則
（
平
成
九
年
香
川
県
規
則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

六

駐
車
場
を
回
数
券
に
よ
り
利
用
す
る
場
合
の
使
用
料

第
二
条

香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
六
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
同
年
九
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

香
川
県
都
市
公
園
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
六
十
八
号

香
川
県
都
市
公
園
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
都
市
公
園
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
香
川
県
規
則
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
一
条
第
一
項
の
表
中
「
栗
林
公
園
東
門
前
駐
車
場
」
を
「
栗
林
公
園
東
門
駐
車
場
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
項
中
「
栗
林
公
園
東
門
前
駐
車
場
」
を
「
栗
林
公
園
東
門
駐
車
場
」
に
、
「
大
型
車
」

を
「
大
型
自
動
車
」
に
、
「
小
型
車
」
を
「
普
通
自
動
車
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
第
一
号
ア
の
表
中
「
三
十
分
」
を
「
二
十
五
分
」
に
、
「
百
三
十
円
」
を
「
百
円
」
に
改
め
、

同
号
イ
中
「
栗
林
公
園
東
門
前
駐
車
場
」
を
「
栗
林
公
園
東
門
駐
車
場
」
に
改
め
、
同
号
イ
の
表
中
「
大

「

型
車
」
を
「
大
型
自
動
車
」
に
、

小
型
車

一
台

三
十
分

「

百
三
十
円

を

普
通
自
動
車

一
台

二
十
五
分

」

種

類

使
用
料
の
額

百
円
券
（
十
一
枚
）

千
円

百
円
券
（
六
十
枚
）

五
千
円

百
円
券
（
百
枚
）

八
千
円

六
千
円
券

五
千
円

一
万
円
券

八
千
円

香

川

県

報

平
成
十
八
年
七
月
十
四
日

（
号
外
二
）

三



百
円

に
改
め
、
同
表
備
考
中
「
大
型
車
」
を
「
大
型
自
動
車
」
に
、
「
小

」

型
車
」
を
「
普
通
自
動
車
」
に
改
め
、
別
表
第
二
第
二
号
の
表
中

「

百
三
十
円
券
（
十
一
枚
）

千
三
百
円

二
百
六
十
円
券
（
十
一
枚
）

二
千
六
百
円

を
」

「

百
円
券
（
十
一
枚
）

千
円

百
円
券
（
六
十
枚
）

五
千
円

百
円
券
（
百
枚
）

八
千
円

に
、

」

「
七
千
八
百
円
券
」
を
「
六
千
円
券
」
に
、
「
六
千
五
百
円
」
を
「
五
千
円
」
に
、
「
一
万
三
千
円
券
」

を
「
一
万
円
券
」
に
、
「
一
万
五
百
円
」
を
「
八
千
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
第
二
号
の
表
の
改
正
規

定
中
「
七
千
八
百
円
券
」
を
「
六
千
円
券
」
に
、
「
六
千
五
百
円
」
を
「
五
千
円
」
に
、
「
一
万
三
千
円

券
」
を
「
一
万
円
券
」
に
、
「
一
万
五
百
円
」
を
「
八
千
円
」
に
改
め
る
部
分
は
同
年
九
月
一
日
か
ら
、

第
十
一
条
の
改
正
規
定
並
び
に
第
十
二
条
第
二
項
及
び
別
表
第
二
第
一
号
イ
の
改
正
規
定
中
「
栗
林
公
園

東
門
前
駐
車
場
」
を
「
栗
林
公
園
東
門
駐
車
場
」
に
改
め
る
部
分
は
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

香
川
県
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
交
流
拠
点
施
設
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
六
十
九
号

香
川
県
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
交
流
拠
点
施
設
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
交
流
拠
点
施
設
規
則
（
平
成
十
五
年
香
川
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
一
号
の
表
駐
車
場
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
第
一
号
の
表
備
考
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

駐
車
場
を
二
十
四
時
間
を
超
え
て
利
用
す
る
場
合
の
使
用
料
の
額
は
、
一
台
に
つ
き
駐
車
時

間
二
十
四
時
間
ご
と
に
二
千
二
百
円
と
し
、
当
該
駐
車
時
間
に
二
十
四
時
間
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
当
該
端
数
に
つ
い
て
こ
の
表
を
適
用
し
て
得
た
使
用
料
を
加
え
た
額
と
す
る
。

別
表
第
一
第
五
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
第
六
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

駐
車
場

二
時
間
以
内

一
台
に
つ
き
二
十
分
ま
で
ご
と

百
円

種

類

使
用
料
の
額

百
円
券
（
十
一
枚
）

千
円

百
円
券
（
六
十
枚
）
又
は
六
千
円
券

五
千
円

百
円
券
（
百
枚
）
又
は
一
万
円
券

八
千
円

百
円
券
（
三
百
枚
）

二
万
二
千
五
百
円

利

用

区

分

単

位

使
用
料
の
額

日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
休
日
を
除
く
日

一
台
に
つ
き
一
月

一
万
八
千
円

一
台
に
つ
き
三
月

四
万
八
千
六
百
円

二
時
間
を
超
え
六
時

間
以
内

一
台

六
百
円
に
二
時
間
を
超

え
る
三
十
分
ま
で
ご
と

に
百
円
を
加
え
た
額

六
時
間
を
超
え
十
二

時
間
以
内

一
台

千
四
百
円

十
二
時
間
を
超
え
十

六
時
間
以
内

一
台

千
四
百
円
に
十
二
時
間

を
超
え
る
三
十
分
ま
で

ご
と
に
百
円
を
加
え
た

額

十
六
時
間
を
超
え
二

十
四
時
間
以
内

一
台

二
千
二
百
円

香

川

県

報

平
成
十
八
年
七
月
十
四
日

（
号
外
二
）

四



附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
か
ら
施
行
日
に
か
け
て
駐
車
場
を

利
用
す
る
者
の
当
該
利
用
に
係
る
使
用
料
の
う
ち
、
施
行
日
の
午
前
八
時
三
十
分
ま
で
の
間
の
利
用
に

係
る
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

●
香
川
県
告
示
第
五
百
十
七
号

昭
和
四
十
年
香
川
県
告
示
第
二
百
六
十
五
号
（
香
川
県
立
病
院
の
使
用
料
及
び
手
数
料
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

別
表
第
二
中
「
三
十
分
ま
で
」
を
「
二
十
五
分
ま
で
」
に
、
「
百
三
十
円
」
を
「
百
円
」
に
改
め
る
。

公
立
学
校
職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
四
日

香

川

県

教

育

委

員

会

香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
六
号

公
立
学
校
職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
公
立
学
校
職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

公
立
学
校
職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
香
川
県
教
育
委
員
会
規
則

第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
四
項
第
二
号
中
「
派
遣
先
の
」
の
下
に
「
機
関
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
」

を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
の
業
務
上
」
を
「
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
業
務
上
」
に
、
「

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
「
（
当
該
業
務
に
係
る
就
業
の
場
所
を
地
方
公
務
員
災
害

補
償
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
勤
務
場
所
と
み
な
し
た
場
合
に
同
項
及
び
同

条
第
三
項
に
規
定
す
る
通
勤
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
の

業
務
上
」
を
「
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
業
務
上
」
に
、
「
通
勤
」
を
「
通
勤
（
労
働
者
災

害
補
償
保
険
法
第
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
通
勤
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
の
業
務
上
」
を
「
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
業
務
上
」
に
改
め

る
。

（
産
業
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

産
業
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
香
川
県
教
育
委
員
会
規
則

第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
号
ロ
中
「
派
遣
先
の
」
の
下
に
「
機
関
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
」
を
加
え
、

同
号
ハ
中
「
の
業
務
上
」
を
「
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
業
務
上
」
に
、
「
を
い
う
。
ニ
に

お
い
て
同
じ
」
を
「
（
当
該
業
務
に
係
る
就
業
の
場
所
を
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
第
二
条
第
二
項
第

一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
勤
務
場
所
と
み
な
し
た
場
合
に
同
項
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
通

勤
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
の
業
務
上
」
を
「
に
お
い
て
就
い

て
い
た
業
務
に
係
る
業
務
上
」
に
、
「
通
勤
」
を
「
通
勤
（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
七
条
第
二
項

及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
通
勤
を
い
う
。
ホ
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。ホ

職
員
が
人
事
交
流
等
に
よ
り
国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
に
勤
務
す
る
者
と
な
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
国
立
大
学

法
人
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
業
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾
病
又
は
通
勤
に
よ
る
負

傷
若
し
く
は
疾
病

（
定
時
制
通
信
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

定
時
制
通
信
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
香
川
県
教
育
委
員

会
規
則
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
号
ロ
中
「
派
遣
先
の
」
の
下
に
「
機
関
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
」
を
加
え
、

同
号
ハ
中
「
の
業
務
上
」
を
「
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
業
務
上
」
に
、
「
を
い
う
。
ニ
に

お
い
て
同
じ
」
を
「
（
当
該
業
務
に
係
る
就
業
の
場
所
を
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
第
二
条
第
二
項
第

一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
勤
務
場
所
と
み
な
し
た
場
合
に
同
項
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
通

勤
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
の
業
務
上
」
を
「
に
お
い
て
就
い

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
翌
日
の
午
前
九
時
ま
で

一
台
に
つ
き
一
月

一
万
円

一
台
に
つ
き
三
月

二
万
七
千
円

告

示

教
育
委
員
会
規
則

香

川

県

報

平
成
十
八
年
七
月
十
四
日

（
号
外
二
）

五



古紙配合率70％ 
白色度72％再生紙を使用しています 

て
い
た
業
務
に
係
る
業
務
上
」
に
、
「
通
勤
」
を
「
通
勤
（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
七
条
第
二
項

及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
通
勤
を
い
う
。
ホ
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。ホ

職
員
が
人
事
交
流
等
に
よ
り
国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
に
勤
務
す
る
者
と
な
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
国
立
大
学

法
人
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
業
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾
病
又
は
通
勤
に
よ
る
負

傷
若
し
く
は
疾
病

（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
二
項
第
五
号
ロ
中
「
派
遣
先
の
」
の
下
に
「
機
関
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
」

を
加
え
、
同
号
ハ
中
「
の
業
務
上
」
を
「
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
業
務
上
」
に
、
「
を
い

う
。
ニ
に
お
い
て
同
じ
」
を
「
（
当
該
業
務
に
係
る
就
業
の
場
所
を
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
第
二
条

第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
勤
務
場
所
と
み
な
し
た
場
合
に
同
項
及
び
同
条
第
三
項
に
規

定
す
る
通
勤
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
の
業
務
上
」
を
「
に
お

い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
業
務
上
」
に
、
「
通
勤
」
を
「
通
勤
（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
七

条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
通
勤
を
い
う
。
ホ
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

ホ

職
員
が
人
事
交
流
等
に
よ
り
国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
に
勤
務
す
る
者
と
な
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
国
立
大
学

法
人
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
業
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾
病
又
は
通
勤
に
よ
る
負

傷
若
し
く
は
疾
病

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
及
び
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
四
日

香
川
県
人
事
委
員
会
委
員
長

武

田

安

紀

彦

香
川
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
四
号

職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
及
び
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

（
職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

職
員
の
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
香
川
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
三
第
二
号
中
「
派
遣
先
の
」
の
下
に
「
機
関
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
」
を
加

え
、
同
条
第
三
号
中
「
の
業
務
上
」
を
「
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
業
務
上
」
に
、
「
を
い

う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
「
（
当
該
業
務
に
係
る
就
業
の
場
所
を
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
第
二

条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
勤
務
場
所
と
み
な
し
た
場
合
に
同
項
及
び
同
条
第
三
項
に

規
定
す
る
通
勤
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
の
業
務
上
」
を

「
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
業
務
上
」
に
、
「
通
勤
」
を
「
通
勤
（
労
働
者
災
害
補
償
保
険

法
第
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
通
勤
を
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
香
川
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
二
項
第
五
号
ロ
中
「
派
遣
先
の
」
の
下
に
「
機
関
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
」

を
加
え
、
同
号
ハ
中
「
の
業
務
上
」
を
「
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
業
務
上
」
に
、
「
を
い

う
。
ニ
に
お
い
て
同
じ
」
を
「
（
当
該
業
務
に
係
る
就
業
の
場
所
を
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
第
二
条

第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
勤
務
場
所
と
み
な
し
た
場
合
に
同
項
及
び
同
条
第
三
項
に
規

定
す
る
通
勤
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
の
業
務
上
」
を
「
に
お

い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
業
務
上
」
に
、
「
通
勤
」
を
「
通
勤
（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
七

条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
通
勤
を
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
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